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 もう５月も終わり、日に日に暑くなってきました。 
図書館では、入り口すぐに特集を組んで本の紹介をしています。 
現在は原作特集として、映画化・ドラマ化されたもの、これからされるもの

の原作本を紹介しています。 
これから雨も多くなる時期です。雨で外に出られない・・・そんな時はゆっ

くりと読書はどうでしょうか？ 
 

「ＲＡＩＬＷＡＹＳ ４９歳で電車の運転手になった男の物語」 
 

 ４９歳の筒井肇は仕事一筋、取締役の椅子も約束されて

います。しかし、今の仕事は８００人のリストラ。悩みな

がらの仕事、家庭も崩壊寸前です。そんな時、故郷の母が

病に倒れ、親友の死を知らされ・・・肇は会社を辞め、小

さい頃からの夢だった「バタデン（一畑電車）」の運転士に

なることを決意します。 
もう一人の運転士の宮田大悟は甲子園のエースピッチャー

でした。肘を壊し、プロへの夢をあきらめ、挫折のなかで

運転をしています。ある日、そんな自分の運転を憧れの目で見つめる少年に

気づきます。少年の目は、甲子園のマウンドに立つ自分に注がれた野球少年

たちの目と同じでした。 
 肇は母との約束を果たせるでしょうか。大悟は仕事を続けられるのでしょ

うか。 
 
 私の父も祖父も国鉄（現在のＪＲ）の職員でした。私は教員という違うレ

ールを選びました。今年、息子は大学の４年生です。どんなレールを走るの

でしょうか。 
（図書視聴覚課 佐守 謙一） 

 

６月２日（水）は芸術鑑賞会 

劇「肝っ玉おっ母とその子どもたち」 
 

今年の演目は東京演劇集団 風 による演劇「肝っ玉おっ母とその子供た

ち －あとから生まれてくる人たちに－」です。 
 劇は１７世紀のヨーロッパに起こった「三十年戦争」と呼ばれる宗教戦争

を題材にしています。主人公は、軍隊の進軍にくっついて軍隊を相手に商売

をしているたくましい母親。しかし彼女は戦争が大嫌い。商売は生活のため

で、３人の子供たちが戦争に巻き込まれないように気を配っています。 
彼女と子供達にどんな運命が待ち受けるのでしょうか。ご期待下さい。 
 

 作者はドイツの劇作家ベルトル

ト・ブレヒト。１８９８年に生まれ

て、１６歳のときに第１次世界大戦、

４０歳のときに第２次世界大戦が

起きます。作品にはこれらの戦争体

験が反映されています。他の代表作

として『三文オペラ』、『ガリレイの

生涯』などがあります。 
 今年は順番により午後の公演に

なります。３限まで授業を受けた後、    

早めに昼食を取って市民会館に移動します。 
 

今年は国民読書年 
 
 読書への国民の意識を高めるため 
諸機関が協力し、全国で様々なイベ 
ントを行います。 
 
いつもより本に多く接し、人生をより豊かなものにしていきましょう。 
 



 
 

１Q８４ 村上 春樹 
 
0 歳の時に出会って、離ればなれになった青豆と天吾は、この世

界で自分一人で生きていく孤独に耐えながら、リアリティの感じら

れない日々を暮らしていた。しかし、1984 年に 2 人とも同じ組織に

対する活動にそれぞれが巻き込まれていく。そして、青豆は現実と

は微妙に異なっていく不可思議な 1984年を「1Q84年」と名付ける。 
 

Book1、Book2 では、スポーツインストラクターであり、同時に暗殺者としての裏の顔を

持つ青豆を主人公とした「青豆の物語」と、予備校教師で小説家を志す天吾を主人公とし

た「天吾の物語」が交互に描かれる。Book3 では 2 つの物語に加え、青豆と天吾を調べる

牛河を主人公とした「牛河の物語」が加わる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


